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　海外旅行で図書館を訪れる、という発想は、私に限らず 10 年ほど前にはほとんどなかっ
たのではないだろうか。いまでももちろん一般的なことではないのかもしれないが、近年は
各国のすてきな図書館建築が話題になり、近くのカフェや観光案内所に行くようなつもりで
訪ねられる図書館（実際にそれらが併設されている場所もある）も増えてきたことで、地元
の利用者としてではない形で図書館を訪れる人は少しずつ増えてきているように思う。
　私自身は各地で工夫をこらした図書館の存在を知るにつれ、旅先では、できれば近くの図
書館を訪れたいと思うようになった。最優先スポットとしないまでも、事前に場所を調べて
おき、近くを訪れる際に「できたら寄ってみよう」くらいに思っていれば、各国の図書館事
情の簡単なリサーチにもなる。公共図書館は住宅街にあることも多いので、ずばり観光地と
いう場所だけでなく現地の人々が生活するエリアにも足を延ばすことができておもしろい、
ということもだんだんわかってきた。
　2017 年 2 月 23 日（木）～ 3月 1 日（水）の一週間、立教大学の司書課程を通して知り合っ
た仲間とポーランドの各地を旅行し、その際に三つの図書館を訪問することができた。二つ
に関しては案内人があったものの事前にしっかりリサーチをして見学に臨んだというわけで
はなく、あとの一つに関しては偶然行き当たったものである。図書館情報学の観点からの詳
細なレポートにはならないが、ポーランドという国、しかもその図書館を訪れることは滅多
にない機会であるので、ぜひそのおもしろさを少しでも共有できればと思い、簡単な報告を
することにしたい。

ポーランドについて
　ポーランドは西にドイツ、南にチェコとスロバキア、東にウクライナ、ベラルーシ、リト
アニア、ロシア（飛び地）、そして北にはバルト海をはさんでスウェーデンに囲まれた平原
の国である。首都のワルシャワ（人口約 170 万人）、旧都クラクフ（人口約 75 万人）が二
大観光地であり、第二次世界大戦の惨禍からよみがえった中世都市である。これらの歴史地
区は、ユネスコの世界遺産として認定されている。ポーランドは敬虔なカトリック信者の多
い国としても知られ、今でも人気の高い教皇、故ヨハネ・パウロ二世はこの国の生んだスター
の一人である。ユニークで印象的な数々の大聖堂や教会が、街を美しく落ち着いた雰囲気に
している。
　EUには 2004 年に加盟しており、シェンゲン協定によってヨーロッパ諸国からは比較的
自由に行き来ができるが、通貨は独自のズウォティを使用、言語はポーランド語というマイ
ナー言語であるため、ユーロと英語で簡単に旅行ができてしまう西ヨーロッパ諸国とはやは
り少し趣が異なっている。
　ポーランドの歴史は非常に複雑でありドラマティックである。一時はリトアニアと合併し
て強大な国土を誇った時期もあれば、周辺諸国に何度も割譲・併合されたりなどして国境は
時代によって大きく変わり、独立国ではなくなった時代もあった。
　第二次大戦中はナチスの侵攻によって各地にいくつもの強制収容所がつくられるとともに
多数の政治犯やマイノリティ、そして異民族としてのユダヤ人が殺害されたということだけ
は押さえておきたい。南部にあるアウシュビッツ＝ビルケナウ強制収容所は、ポーランドの
経験した負の歴史の象徴として知られ、一年を通して世界中から人々が訪れている。

ポーランド図書館見学記
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１．ワルシャワ大学図書館　Biblioteka Uniwersytecka w Warszawie
　ワルシャワのメインストリート、クラクフ郊外通りにあるワルシャワ大学の正門から、大
学の裏手に向かって 5 分ほど歩いて丘を下ったところに、緑色の建物が見えてくる。様々
な言語で書かれた大きな本のオブジェが並び、周りには芝生や緑地が広がる比較的新しい図
書館である。夏には屋上庭園が開放されていることが『地球の歩き方』にも紹介されている
が、訪れた時には冬で開放されていなかったため、併設のカフェテリアで昼食を食べ、図書
館内とその周辺だけを見学させてもらった。
　入口までは誰でも入れるものの、図書館ゲートから中へは学生証を持っていないと原則的
には入れてもらえない。しかしワルシャワ大学に留学中の友人が事前に交渉をしてくれたお
かげで短時間なら見学をしてもいいことになり、30 分ほどで館内を一回りさせてもらった。
　ポーランド国内は美術館などもすべてそうだが、館内には小さな手荷物以外は持ち込ま
ず、コートや大きな荷物はクロークに預けるのが原則のようである。その日は通常のクロー
クが一杯になってしまったようで、並んでいた列がぞろぞろと別の場所に移動し始めた時に
は何が起こったのかと思ったが、すぐに理由を教えてもらえてほっとした。ちなみに若者、
特に大学生は問題なく英語が話せる人がほとんどであると聞いていたが、滞在中には確かに
そのように感じた。そのことが観光のしやすさにもつながっているように思う。

3 階から見た図書館内部

　吹き抜けで明るく、開放感がある館内では、書架の間にあるデスクやよくあるタイプの横
長の机を使っている人もいれば、階段に座ったり、大きなクッションのようなものに寝転ん
だり沈み込んだりしている人もいる。クッションで仮眠をとる人を 2 人ほど見かけたが、
他はみな様々な姿勢でパソコンに向かって黙々と作業をしており、本や資料を横に積み上げ
ている人も結構いた。日本の図書館では机に向かうという以外にほとんど姿勢は選べないの
で、自分に合った形で勉強場所がある程度選べるのはうらやましく思った。
　上の方の階には、閲覧や学習スペースだけではなく、講義室や作業室のような教室がいく
つかあり、日本文化の授業のための茶室まであった。大学のメインの敷地からは少し離れて
いるが、図書館自体が大学教室の一部としても機能しているようである。
　分類は LCC（Library of Congress Classifi cation）というもののようで、事前の知識が
なく、見ただけでは何がなんだかわからなかったが、日本で見慣れているものとはまったく
別物であることは分かった。利用者がどのように棚を探すのか、学生にはどのようなガイダ
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　全体的には明るい図書館であると感じた。書架がいかにも地震を想定していない印象だっ
たが、そのせいで館内がやわらかく現代的な雰囲気になっているのかもしれない。また、蔵
書管理上こんなに光が当たって大丈夫なのかというのは少し気になったが、利用者にとって
は明るい気分が保ちやすく、勉強に向かう人々の真剣さが静かに漂っていて、勉強や作業に
集中しやすい場所であるように思った。学術系の書籍や大学の授業資料はオンライン化が進
んできているため、大学図書館は資料を探す場所というより学びの場所としてのニーズが高
まってきている。そのことをあらためて感じた見学だった。

２．ワルシャワ公共図書館内 子どもの本の博物館　Muzeum Ksiazki Dziecięcej
　ワルシャワの旧市街から南にバスで10分ほど行ったあたりに、「ワルシャワの原宿と青山」
と呼ばれる二つの通りが交差するおしゃれな地区がある。そこにリノベーションされたばか
りの市立図書館である。場所柄若者が多く訪れて活気があることが、そこで働くスタッフの
誇りになっているとのことであった。
　館内に入ってすぐのところに、子どもの本（主に絵本）の収集と研究、公開を行っている
部屋があり、英語を話せるスタッフの方が解説をしてくださった。ここは公共図書館の建物
の一部ではあるが、この部門だけは開館時間も別で、職員も独自に雇われており、専門図書
館のようになっている。蔵書は研究者や教育関係者の資料として使われているようである。
　ここではポーランドで出版されるすべての子ども向けの本が納本制度のような形で集めら
れるとともに、収集が始まる以前に出版された本を寄贈によって集めている。

図書館に入るゲート
ここに入る前にクロークへ

荷物を預ける

図書館ゲート外の様子 書架の間の机
結構、使われている？！

ンスがされたうえで利用されているのかが気になった。
　図書館の職員の方から直接説明を聞くことはできず、利用者の様子を「見る」ことしかで
きなかったが、普段の様子や雰囲気を感じることは十分にできたと思う。帰る時に受付に挨
拶をしたところ、英語のパンフレットをもらうことができた。
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　見せていただいた絵本は、どれも違う
色合いでありながら、非常に美しい色彩
のものばかりであった。近年はポーラン
ドの陶器が日本でも有名になり、デパー
トなどでもよく売られているのをみかけ
るが、あざやかな色彩はポーランドの比
較的長い伝統なのだと思われる。子ども
向けというよりは大人の感性にも響く色
彩と絵がふんだんに使われている絵本の
数々は、ガイドブックなどで見て予想し

ていた以上に魅力的で、時間をかけて見入ってしまった。
　古い本はすべて寄贈であり、傷んだものを丁寧に修復しながらコレクションを増やしてい
るとのことだったので、まさに市民が提供した財産である。研究者や教員の間で活用される
のはもちろんだが、あまり一般の人が訪れる部屋ではないため、存在が広く知られていない
のはもったいないくらいである。そこで例えば定期的に一般の人の目にも触れるような展覧
会などが開催されると、一般の人にも、また観光で訪れる人にとってもいい機会になるので
はないかと思ったりしたが、実際にそのようなことはあるのか聞いてみるだけの時間がな
かった。
　また、ここではカード目録が現役で使われていた。利用者があまりパソコンに慣れていな
い場合は、そのほうが使い勝手がいいことがしばしばあるようである。司書にとってもオン
ライン目録でみつからなかったものがカード目録でみつかったことがあるとのことであっ
た。おそらくデータ化がそこまで進んでおらず、例えば検索の手がかりとなるような件名や
キーワードがオンライン目録にあまり付与されていないということなのかなと思ったが、こ
れも時間と英語力の不足で分からずじまいであった。オンライン目録の充実は今後進んでい
くはずなので、そのあたりはまた変化していくだろう。
　この部屋以外にできれば図書館内全体を見て回りたいと思ったが、カードを持っていない
と入れないということで今回は断念した。そのため入口のまわりしか見ることができなかっ
たが、若者の出入りが多く、白が基調の明るい館内であることが察せられた。

３．グダンスク科学アカデミー図書館　Polska Akademia Nauk Biblioteka Gdanska
　グダンスクはバルト海に面する古くからの商業都市で、ハン
ザ同盟の都市の一つ（ドイツ語名はダンツィヒ）であった。琥
珀で有名な地であり、夏は大勢の人々で賑わう観光地である
が、1980 年代の民主化運動を牽引した自主管理労組「連帯」
の発祥の地でもある。ワルシャワと同様、第二次大戦中にひど
く破壊された街を戦後に市民が立て直し、現在は様々な色と建
築様式が混在する、美しくユニークな町並みで知られている。
　メインの観光地から少し離れた地区を歩いていたところ、一
緒に歩いていた仲間が biblioteka という文字が書かれている
のを偶然見つけ、入ってみた建物がこの専門図書館であった。
思い切って入ってみたのが幸いし、非常におもしろい経験をす
ることができた。

色彩がとても美しい古い絵本の数々

図書館の入口
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　建物の受付にいたおじいさんは予想通り英語は話せなかったが、ポーランド語でしきりに
何かを言いながら階段の方を指していたため、おそるおそるその階段を昇っていくと、古い
文献や写真がまとめられた小さな展覧会のようなものがやっていた。初老の男性が一人、私
たち観光客には目もくれずに熱心に展示を見ている以外は誰もいなかったので、しばらくリ
ラックスして展示を眺めていた。ポーランド語は全く分からないため説明を読むことはでき
なかったが、いかにも古い書物や戦時中の写真など、現物を見るだけでもおもしろい展示で
あった。少し経った頃、英語を話せる職員の方が出てきたので話しかけると、建物の奥も見
られると教えてくれ、カード目録の引き出しが並ぶ部屋、現役で使用されている冊子体目録
の棚と、さらには重厚で趣のある閲覧室へと案内してくれたのだった。どこも自由に見てま
わることができ、触ったり写真を撮ったりするのも構わないということだったので、時間を
かけて遠慮なく見てまわらせてもらった。

　閲覧室では、なんと研究中のインキュ
ナブラを実際に見て、触らせてもらった。
修復中のものも、すでに修復が終了し研
究に使用している最中のものもあるよう
である。挿絵が美しく、とても 500 年経っ
ているとは思えない色彩で、ワルシャワ
公共図書館で見た子どもの絵本に通じる
ものを感じた。
　英語でインキュナブラについて説明し
てくれた職員の方は、図書館情報学を修
めた司書ではなく、歴史学を修めた歴史
学者（historian）であるということであっ
た。図書館情報学を勉強できる大学はポー
ランド国内には非常に少なく、それでは
司書は足りないため、人文系の修士をとった人が図書館で働いていることが多いという説明

手書きの冊子体目録カード目録の引き出しが並んでいる部屋

インキュナブラ
職員の方から直接手に取って見せていただいた
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であった。
　この図書館は利用者がとても少ないようだったので、地元の人はどのくらい来るのかと聞
いてみたところ、「ここは特殊な図書館なので」という答えであった。やはり専門図書館で
あるため研究者が主な利用者であり、立地上、私たちのような観光客がたまにふらっと訪れ
ることもあるという。他のポーランドの公共図書館や大学図書館で利用者カードが必須だっ
たのに比べると、利用者の少なさゆえか突然の訪問者にもオープンな施設となっている。商
業都市グダンスクの歴史と結びついた起源、おもしろい蔵書の数々、英語がある程度使える
職員、という条件は、外国人旅行者、特に図書館関係者にとっては魅力的な訪問地であるこ
とは間違いないだろう。グダンスクに行った際にはぜひ訪ねてみてほしいと思う。

　なお今回の訪問ではワルシャワに留学中の東山由依さんにお世話になり、三つのうち二つ
の図書館訪問は彼女のおかげで実現した。感謝申しあげます。

閲覧室の前方
図書館ゆかりの人物の肖像画が飾られている

歴史が感じられる閲覧室

建物としても美しい図書館外観


